
8

令和４年度 東北局知的財産室事業（事業計画）

令和4年度についても、東北地域知財戦略推進計画の基本⽅針、（１）総合知財戦略の推進、（２）知財の活⽤促進、（３）意識啓発
・⼈材育成、に基づき以下の事業を着実に実施することにより、東北地域における知財活動の促進と地域経済の活性化を図っていく。

「総合知財戦略の推進」 、「知財の活⽤促進」 、 「意識啓発・⼈材育成」による知財活動の推進・地域経済の活性化

（３）
意識啓発・
⼈材育成

（2）
知財の活⽤
促進

（１）
総合知財戦略
の推進 デザイン思考やロカベン等を活⽤しつつ知的資産経営を実践する企業の増加を図る。

・管内スタートアップ企業等を対象にした知的財産の活⽤⽀援（戦略策定等）
② 知的資産経営等
普及事業

東北地域の伝統的⼯芸品等の新商品開発、ブランディング強化に対する取組を⽀援すると
ともに、模倣品対策等の知財にかかる意識醸成を図る。
・産地団体・学⽣等・専⾨家のマッチングおよび新商品開発等にかかるワークショップの実施

④ TOHOKUCRAFTの需要
開拓に向けた意匠開発
及び知財普及事業

デザインの創造・活⽤に関する意識啓発・制度普及、商品のブランド化・販売促進を図る。
・商品分析・ターゲット設定等を企業とデザイナーとの協働で⾏い、新たなパッケージデザイン
を検討するとともに、商標、意匠の出願等を含むブランド構築を⽀援。

③ TOHOKUデザイン
創造・活⽤⽀援事業

中⼩企業の知財意識の向上を図り、知財戦略の構築を推進する。
・地域未来牽引企業等（１０社）を対象に知財活⽤に向けた伴⾛型⽀援

① 総合知財戦略ハンズオン
⽀援調査事業

⑥ 知財経営普及啓発・
⼈材育成事業

中⼩企業及び各種機関関係者に対する知財経営に関する意識啓発、企業における知財⼈
材の育成を図る。
・知財経営セミナー、過年度訪問型⽀援企業の成果発表会の開催

⑤ 新たなモビリティ分野に
おける知財普及事業

東北地域の基幹産業のひとつである⾃動⾞産業の脱炭素化や⾃動運転等の技術進展への
対応に向けて、意匠を含めた知財にかかる意識醸成を図る。
・知財活動の事例紹介や戦略策定にむけた個別⽀援を実施

新規

刷新

新規

令和4年度事業の実施⽅針及び重点施策


